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今金町民憲章

。民主主義に徹 Lて生，舌を合理化して近代的な町にいたしましょう。

@ 健康で勤労にはげむ明るい町にいたしま Lょう 。

o 技能をみがき窪撲の開発に努め畳かな町にいたしましょう。

@ 教聾をたかめ楽 L(生，舌できる平和な町にいた Lましょう 。

制定昭和"年 10月'"



A

フ
金
町「

信
政
改
革
大
綱
」

を
策
定

町
は
、
昭
和
印
年
度
に
「
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
が
、
今

日
の
社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
行
政
改
革
を
進
め

る
た
め

H
名
で
構
成
す
る
行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
答
申
を
受
け
、
意
見

や
提
言
を
踏
ま
え
、
新
た
な
「
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
金
町
一
付
政
改
革
の
基
本
方
針

り
、
本
町
の
実
態
に
則
し
た
、
町

I

本
町
の
行
財
政
を
取
り
巻
く
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い

環
境
が
極
め
て
厳
し
さ
を
増
す
中
、
よ
う
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

社
会
経
済
情
勢
は
、
人
口
の
高
齢
こ
の
た
め
に
も
、
町
民
に
対
し

化
、
国
際
化
の
進
展
、
高
度
情
報
て
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、
公

化
社
会
へ
の
移
行
等
幻
世
紀
に
向
と
民
と
の
役
割
分
担
、
サ
ー
ビ
ス

け
大
き
く
恋
化
し
て
い
る
。

と
負
担
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し

こ
の
な
か
で
複
雑
多
様
化
す
る
な
が
ら
行
政
改
革
に
つ
い
て
の
理

行
政
需
要
に
的
確
に
対
応
し
な
が
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
に
努
め
る

ら
、
「
豊
か
で
住
み
良
い
ま
ち
づ
と
と
も
に
、
国

・
道
に
対
し
て
は

く
り
と
活
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
地
方
分
権
推
進
に
伴
う
地
方
の
自

り
」
を
目
指
し
、
健
や
か
で
潤
い
主
性
の
強
化
、
地
方
財
政
制
度
の

の
あ
る
社
会
を
形
成
し
、
行
政
運
充
実
を
今
後
も
継
続
し
て
要
請
し

営
の
究
極
の
目
的
で
あ
る
町
民
の
て
い
く
も
の
と
す
る
。

福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、

日

こ
の
大
綱
円
行
政
改
革
推
進

長
期
的
展
望
に
立
っ
た
施
策
の
選
の
基
本
項
目
は
、

l

事
務
事
業

択
に
努
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
的
見
直
し
、

2

組
織

・
機
構
の

き
行
政
改
革
を
強
力
に
推
進
し
、
見
直
し
、

3

定
員
管
理
及
び
給

簡
紫
に
し
て
効
率
的
な
行
政
の
実
与
の
適
正
化
、

4

効
果
的
な
行

現
に
努
め
て
い
く
Z
が
肝
要
で
あ
政
運
営
と
職
員
の
能
力
開
発
、

5

さ
ら
に
効
率
化
が
期
待
で
き
る
業

務
に
つ
い
て
も
民
間
委
託
を
推
進

す
る
。組

織
・
機
構
の
簡
素
合
理
化

ω
具
体
的
方
針

行
政
組
織
は
、
新
た
な
行
政
課

題
や
住
民
の
多
様
な
ニ
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、
そ
の
時
代
に
即
応

し
た
柔
軟
で
効
率
的
な
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に

は
、
現
行
の
組
織
機
椛
等
に
つ

い
て
再
点
検
を
行
い
、
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
等
に
対
応
し
た
組
織

機
榔
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

を
行
、
つ
。

ω
当
面
の
措
置
事
項

①
組
織
機
械
に
つ
い
て
は
、

効
率
的
な
強
迎
合
理
化
を
図
る
。

ま
た
、
下
水
道
整
備
の
機
構
に
つ

い
て
も
検
討
す
る
。

②
各
課
の
事
務
分
担
に
つ
い
て
、

見
直
し
を
す
る
。

ω
今
後
の
検
討
課
題

①
住
民
の
窓
口
業
務
、
健
康
と

福
祉
の
業
務
は
行
政
の
検
の
連
携

を
よ
り
一
層
強
化
す
る
と
と
も
に
、

組
織
機
構
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

②
組
織
横
断
型
行
政
を
推
進
し
、

政
策
形
成
機
能
、
関
盤
機
能
を
高

2 
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め
る
た
め
の
組
織
体
制
づ
く
り
を

検
討
す
る
。

3

定
只
管
理
及
び
給
与
の
適
正

化
の
推
進

ω
具
体
的
方
針

本
町
に
お
い
て
は
、
ゴ
ー
ル
ド

プ
ラ
ン
の
推
進
を
初
め
と
す
る
保

健
予
防
対
策
の
充
実
や
事
務
事
業

の
拡
大
、
新
た
な
時
代
に
即
応
し

た
事
務
円
訟
の
増
大
に
伴
う
職
只
数

の
増
加
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
全

国
類
似
町
村
と
の
比
較
で
見
る
と
、

職
員
数
は
、
お
お
む
ね
平
均
的
な

水
準
を
維
持
し
て
い
る
も
の
と
認

識
す
る
。

今
後
も
、
厳
し
い
財
政
事
情
と

将
来
の
財
政
負
担
等
を
考
慮
し
、

事
務
事
業
の
見
直
し
、
組
織

・
機

構
の
簡
素
合
理
化
、
民
間
委
託
、

O
A
化
等
を
積
極
的
に
進
め
、
極

力
職
貝
定
数
を
抑
制
し
、
適
正
水

州
中
の
維
持
に
努
め
る
。

ま
た
、
職
員
の
給
与
制
度
は
、

基
本
的
に
国
家
公
務
員
の
給
与
制

度
に
準
じ
て
お
り
、
道
及
び
他
町

村
と
比
し
て
、
お
お
む
ね
適
正
な

給
与
水
準
に
あ
る
も
の
と
認
識
す

る
が
、
今
後
に
お
い
て
も
国
家
公

務
員
の
給
与
に
準
じ
て
所
要
の
改

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の

5
項

目
と
す
る
。

こ
の
大
綱
は
、
平
成
9
年
度

か
ら
、
お
お
む
ね

3
1
5
年
間
に

わ
た

っ
て
推
進
す
る
行
政
改
革
の

基
本
的
事
項
に
つ
い
て
の
具
体
的

方
針
及
び
当
面
の
措
置
事
項
の
ほ

か
、
今
後
の
検
討
課
題
を
定
め
る

も
の
と
す
る
。

w
行
政
改
革
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に

十
分
配
慮
し
な
が
ら
、
談
会
を
始

め
関
係
団
体
及
び
町
民
各
層
の
理

解
と
協
力
を
得
る
こ
と
に
努
め
る

と
と
も
に
、
行
政
を
担
う
職
員
は
、

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙

げ
る
と
す
る
地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
行
政
の
基
本
理
念
を
再
認
識

し
、
常
に
、
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
に
対
応
す
る
問
題
意
識
と
公
務

員
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
行
政

改
革
の
推
進
に
努
め
る
も
の
と
す
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事
務
事
業
の
見
直
し

ω
具
体
的
方
針

町
政
の
運
営
に
あ
た

っ
て
は、

限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
に
運
用

し
、
健
全
な
財
政
運
営
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

l 正
を
行
う
も
の
と
す
る
。

ω
当
面
の
知
也
事
項

①
行
政
組
織
及
び
事
務
事
業
の

見
直
し
な
ど
に
よ
り
定
員
の
抑
制

に
努
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
行

政
需
要
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し

て
職
貝
の
配
泣
転
換
等
に
よ
り
対

処
す
る
が
、
今
金
町
総
合
福
祉
施

設
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
配
置
転

換
と
若
干
の
採
用
に
と
ど
め
、
全

体
定
数
の
均
加
の
抑
制
を
図
る
。

ま
た
、
定
員
適
正
化
計
画
の
推

進
に
努
め
る
。

ω
今
後
円
検
討
諜
題

①
最
小
の
定
数
で
最
大
の
効
果

を
挙
げ
る
こ
と
を
基
本
に
、
職
員

の
意
識
改
革
を
進
め
る
と
と
も
に
、

臨
時
職
只
に
つ
い
て
も
抑
制
を
検

討
す
る
。

②
人
件
費
、
特
に
超
過
勤
務
手

当
に
つ
い
て
は
、
事
務
的
簡
素
合

型
化
を
図
り
、
峰
減
に
努
め
る
。

4

効
率
的
な
行
政
運
営
と
職
貝

の
能
力
開
発
の
推
進

ω
具
体
的
方
針

地
方
分
椛
が
進
行
し
て
い
る
今

日
、
行
政
が
住
民
の
負
託
に
応
之
、

そ
の
使
命
を
全
う
す
る
に
は
、
時

代
に
即
応
し
た
行
政
運
営
の
改
普

そ
の
た
め
に
は
、
既
存
の
事
務

事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
ま
た
、

新
規
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、

行
政
関
与
の
必
要
性
、
緊
急
性
、

妥
当
性
及
び
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水

準
等
を
十
分
考
慮
す
る
と
と
も
に
、

地
域
経
済
の
活
性
化
、
生
活
環
境

の
整
備
等
住
民
福
祉
の
増
進
が
図

ら
れ
る
も
の
を
優
先
す
る
な
ど
、

適
切
な
選
択
に
努
め
る
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
町
税
を
始

め
と
す
る
自
主
財
源
の
確
保
に
万

全
を
期
す
る
と
と
も
に
、
国
・
道

支
出
金
、
町
償
等
の
特
定
財
源
に

つ
い
て
は
、
将
来
の
財
政
運
営
に

及
ぽ
す
影
響
を
十
分
配
慮
し
、
効

率
的
な
活
用
を
図
る
。

歳
出
に

つ
い
て
は
、
予
算
の
効

率
的
施
行
、
行
政
効
果
に
配
慮
し

な
が
ら
、
事
務
事
業
及
び
町
単
独

補
助
金
等
の
見
直
し
に
努
め
、
経

費
の
節
減
を
図
る
。

ω
当
面
の
措
置
事
項

①
事
務
事
業
の
整
理
、
合
理
化

新
た
な
行
政
需
要
の
対
応
に
は
、

緊
急
性
、
必
要
性
等
を
十
分
勘
案

の
う
え
厳
選
し
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

ア
ン
ド
ビ
ル
ド
の
原
則
に
徹
す

る
も
の
と
す
る
。• • 

と
、
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
職
員

の
能
力
開
発
を
推
進
す
る
必
裂
が

あ
る
。

ま
た
、
庁
舎
が
老
朽
化
し
て
お

り
、
繁
雑
で
狭
騒
の
状
況
で
も
あ

り
、
機
能
的
な
行
政
運
営
を
雌
立

す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る

た
め
に
は
、
庁
舎
建
設
を
計
画
す

る
と
と
も
に
、
職
貝
の
意
織
改
革

を
誘
発
す
る
行
政
運
営
の
改
普
を

行
い
、
職
員
の
能
力
開
発
の
推
進

と
同
時
に
活
力
あ
る
行
政
を
創
出

す
る
。

ω
当
面
的
措
置
事
項

①
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル

(計
画
の
策
定
l
実
施
l
考
査
)

を
各
課
で
徹
底
し
、
効
率
的
、
創

造
的
地
方
行
政
運
営
シ
ス
テ
ム
を

確
立
す
る
。

②
職
員
の
能
力
開
発
の
た
め
に

研
修
所
に
お
け
る
研
修
を
計
画
的

に
受
講
さ
せ
る
と
と
も
に
、
研
修

制
度
を
活
用
し
、
接
遇
7

ナ
ー
の

向
上
や
公
務
只
意
識
の
高
揚
を
図

司令
。

③
新
庁
舎
建
設
を
計
画
す
る
。

ω
今
後
の
検
討
課
題

新
庁
舎
の
建
設
に
向
け
、

新
庁
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②
行
政
課
題
の
把
握
と
施
策
的

選
択今

金
町
総
合
計
画
を
基
本
に
事

務
事
業
の
進
行
管
理
を
さ
ら
に
徹

底
し
、
統
一
的
、
効
率
的
な
行
政

を
推
進
す
る
。

③
民
間
委
託
の
推
進

現
在
行
わ
れ
て
い
る
施
設
の
管

理
委
託
、
業
務
委
託
に
つ
い
て
は

継
続
す
る
こ
と
と
し
、
行
政
責
任
、

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等
に
留
意

し
つ
つ
民
問
委
託
を
推
進
す
る
。

④
補
助
金
の
整
理
合
理
化

町
単
独
補
助
金
等
に
つ
い
て
は
、

臨
時
的
、
特
例
的
な
も
の
は
交
付

期
限
を
定
め
、
目
的
を
達
成
し
た

も
の
は
統
廃
合
す
る
な
ど
、
補
助

金
の
見
直
し
を
図
る
。

⑤
歳
入
の
確
保

国
か
ら
の
交
付
税

・
交
付
金
等

一
般
財
源
が
一
層
厳
し
く
な
る
こ

と
か
ら
、
一
定
の
サ
イ
ク
ル
の
中

で
手
数
料

・
使
用
料
を
見
直
し
、

さ
ら
に
町
税

・
使
用
料
な
ど
滞
納

額
の
収
納
向
上
を
図
り
、
歳
入
全

般
の
確
保
に
努
め
る
。

ω
今
後
の
検
討
課
題

現
業
部
門
的
委
託
に
つ
い
て
は
、

業
務
内
容
の
改
普
を
図
り
つ
つ
、

舎
建
設
基
金
積
立
を
計
画
す
る
。

5

情
報
化
の
推
進
等
に
よ
る
行

政
サ
ピ
ス
の
向
上

ω
具
体
的
方
針

本
町
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
は
、

平
成

6
年
度
に
住
民
記
録
・
印
鑑

証
明
・
国
民
健
康
保
険
な
ど
を
、

平
成
7
年
度
に
町
税
を
は
じ
め
、

国
民
年
金
住
宅
使
用
料

・
保
育

料
・
児
訟
手
当

・
収
納
管
理
・
水

道
企
業
会
計
を
、
平
成
8
年
度
に

人
事
管
理
給
与
業
務

・
老
人
医

療

・
福
祉
事
務

・
健
康
管
理

・
財

務
会
計
シ
ス
テ
ム
を
、
そ
れ
ぞ
れ

導
入
し
業
務
を
行
っ
て

い
る
。

こ
の
他
、
ワ
ー
プ
ロ
も
全
庁
的

に
導
入
し
、

O
A
機
認
は
事
務
効

率
化
の
た
め
普
及
し
て
お
り
、
窓

口
事
務
内
迅
速
か
つ
適
切
な
処
理

の
効
率
化
を
図
る
。

ω
当
面
の
措
置
事
項

住
民
に
身
近
な
窓
口
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
事
務
手

続
き
の
迅
速
化
を
図
り
、
住
民
の

立
場
に
立

っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

適
時
、
適
切
な
提
供
に
努
め
る
。

ω
今
後
の
検
討
課
題

効
率
的
な
窓
口
サ
ビ
ス
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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さ
ん
が
謝
辞
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ

た
祝
賀
会
で
は
苦

労
話
や
思
い
出
を

語
り
合
い
、
受
賞

の
菩
び
を
か
み
し

め
て
い
ま
し
た
。

受
賞
者
と
功
績

は
次
の
と
お
り
で

す
。

。
多
田

正
夫
さ

ん

側

歳

多
年
に
わ
た
り

交
通
安
全
指
導
貝

!

と
し
て
、
ま
た
昭

和
同
年
か
ら
会
長
と
し
て
、
率
先

し
て
町
内
交
通
安
全
の
推
進
と
、

交
通
事
故
の
防
止
、
交
通
思
想
の

普
及
に
寄
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、

昭
和
同
年
か
ら
は
民
生
児
童
委
員

と
し
て
社
会
福
祉
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

。
小
助
川
嘉
男
さ
ん
問
歳

多
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
指
導

貝
と
し
て
、
ま
た
昭
和
問
年
か
ら

符奮町盆晶
司康軍

時

l、、鼠事
今
金
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表

彰
式
が
菊
か
お
る
日
月
1
日
、
関

係
者
多
数
の
出
席
の
も
と
町
民
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
善

行
表
彰

6
名
と
一
団
体
で
永
年
の

労
を
ね
ぎ
ら
い
町
長
よ
り
一
人
ひ

と
り
白
状
と
記
念
品
を
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

。
， 

受
賞
者
を
代
表
し
て
中
村
祐
吉

交
通
事
故

撲
滅
を
誓
津つ

町
交
通
安
全
運
動
推
進
委
員
会

が
主
催
で
日
月
ロ
目
、
町
交
通
安

全
協
会
、
技
能
者
協
会
、
建
設
協

会
、
安
全
運
転
管
理
者
協
議
会
な

ど
関
係
者

2
5
0
名
あ
ま
り
が
参

加
し
、
交
通
安
全
の
緊
急
大
集
会

が
役
場
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
会
で
は
、
北
格
山
警
察

署
長
高
木
英
敏
さ
ん
か
ら
全
道
的

に
は
交
通
死
亡
事
故
が
減
少
し
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
函
館
方
面
は
、

死
亡
事
故
が
増
加
し
、
こ
れ
か
ら

の
季
節
、
ス
リ
ソ
プ
事
故
な
ど
冬

型
事
故
が
多
発
す
る
た
め
十
分
気

を
つ
け
て
運
転
し
て
く
だ
さ
い
と

述
べ
ま
し
た
。

坂
本
建
設
に
勤
務
す
る

平
賀
智
品
さ
ん
が
参
加
者
を
代
表

し
て
宣
言
文
を
朗
読
し
交
通
事
故

の
撲
滅
を
哲
い
ま
し
た
。

ま
た
、

交
通
安
全
宣
言
文

私
た
ち
は
、
本
日
の

「
死
亡
事

故
抑
止
緊
急
町
民
大
集
会
し
に
参

加
し
、
本
道
に
於
け
る
交
通
事
故

• • 
副
会
長
と
し
て
会
長
を
補
佐
し
、

率
先
し
て
町
の
交
通
安
全
の
推
進

と
、
交
通
事
故
の
防
止
、
安
全
思

怨
の
普
及
に
寄
与
さ
れ
、
地
方
自

治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

。
本
間
行
雄
さ
ん

M
W
歳

多
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
指
導

員
と
し
て
、
ま
た
昭
和
町
四
年
か
ら

副
会
長
と
し
て
会
長
を
補
佐
し
、

率
先
し
て
町
の
交
通
安
全
の
推
進

と
、
交
通
事
故
の
防
止
、
安
全
思

想
の
普
及
に
寄
与
さ
れ
、
地
方
自

治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

。
加

藤

保

き

ん

附

歳

多
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
指
導

貝
と
し
て
、
ま
た
昭
和
四
年
か
ら

副
会
長
と
し
て
会
長
を
補
佐
し
、

率
先
し
て
町
の
交
通
安
全
の
推
進

と
、
交
通
事
故
の
防
止
、
安
全
思

想
の
普
及
に
寄
与
さ
れ
る
と
と
も

に
、
昭
和
白
年
か
ら
は
環
境
衛
生

の
普
及
に
貢
献
さ
れ
、
平
成

3
年

か
ら
は
会
長
と
し
て
環
境
衛
生
活

動
の
育
成
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た。
中

村

何

歳

多
年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し
て
、

社
会
奉
仕
の
精
神
を
も

っ
て
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
の

の
増
大
を
危
機
と
し
て
受
け
と
め

交
通
安
全
の
モ
ラ
ル
を
再
度
、
認

識
を
し
、
今

一
度
、
命
の
尊
さ
を

考
え
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る

。
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
ン

l
ト
ベ

ル
ト
。
の

2
つ
の

S
で
安
全
運
転

を
モ
ッ
ト
と
し
て
無
謀
運
転
防

止
等
を
徹
底
し
て
、
我
が
町
に
お

い
て
は
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
交

通
安
全
意
識
を
高
め
死
亡
事
故
は

も
ち
ろ
ん
の
事
、
交
通
事
故
の
撲

滅
を
期
す
る
こ
と
を
哲
い
ま
す
。

平
成

8
年
日
月
ロ
日

参
加
者
一

同

今
金
町
交
通
安
全
推
進
委
員
会
様

(
原
文
掲
載
)

祐
吉
さ
ん

ございます

和田此ーさん

首長きおめでとう
年末における

犯罪や事故防止

実
現
に
貢
献
さ
れ
、
さ
ら
に
昭
和

白
年
か
ら
平
成
7
年
ま
で
の

8
年

間
は
今
金
町
公
平
委
員
会
委
員
を

歴
任
さ
れ
、
今
金
町
の
発
展
と
地

方
自
治
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た。
石

井

照

子

さ

ん

側

歳

多
年
に
わ
た
り
保
殻
司
と
し
て
、

社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
の

実
現
に
貢
献
さ
れ
、
さ
ら
に
昭
和

総
年
か
ら
昭
和
協
年
ま
で
の
凶
年

聞
は
今
金
町
婦
人
連
絡
協
議
会
会

長
と
し
て
同
会
の
育
成
強
化
と
婦

教
育
委
員
長

教

再 E
が

任

今
金
町
議
会
臨
時
会
か
日
月

5
日
に
開
催
さ
れ
、
任
期
満
了

に
伴
い
教
育
委
員
2
名
が
任
命

き
れ
ま
し
た
。

同
日
に
教
育
委
員
会
が
開
か

れ
、
教
育
委
員
長
に
本
間
行
雄

さ
ん
、
教
育
長
に
大
塚
勝
三
さ

ん
が
選
出
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

• • 
日
月
3
日
文
化
の
目
、
豊
寿
図

に
入
所
さ
れ
て
い
る
和
田
此

一
さ

ん
が
満

1
0
0
歳
を
迎
、
ぇ
、
長
寿

の
お
祝
い
と
し
て
村
本
町
長
よ
り

敬
老
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

和
田
さ
ん
は
、
明
治
初
年
日
月

3
日
道
南
の
知
内
町
に
生
ま
れ
、

8
歳
の
と
き
盟
回
に
転
入
し
、
日
出

人
の
地
位
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た

〕auマ〔

。
今
金
町
こ
ぐ
ま
ク
ラ
ブ

会

長

鈴

木

恵

子

さ

ん

昭
和
灯
年
に
結
成
後
、
現
在
泡

の
μ
年
間
に
わ
た
り
、
幼
稚
園
児

と
母
親
が

一
体
と
な
り
、
交
通
安

全
の
街
頭
啓
発
、
事
業
所
訪
問
、

看
板
の
設
置
等
の
事
業
を
推
進
し
、

交
通
安
全
運
動
に
率
先
し
て
参
加

さ
れ
、
地
域
の
交
通
事
故
防
止
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

蝿
多
回
正
夫
さ
ん
は
、
都
合
に

よ
り
奥
さ
ん
が
出
席
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
長

本
間
行
雄
さ
ん

孝k

育

長

大
塚
勝
三
さ
ん

歳
か
ら
造
材
作
業
に
従
事
し
て
い

ま
し
た
が
凶
歳
の
と
き
不
幸
に
も

事
故
に
遭
い
退
院
後
、
小
樽
で
洋

服
仕
立
て
職
人
の
修
行
を
し
、
本

町
に
戻
り
洋
服
庖
を
開
業
し
ま
し

た
が
、
高
齢
と
な
り
洋
服
屈
を
閉

底
、
平
成
元
年
6
月
M
日
に
蛍
寿

図
に
入
所
、
ま
た
体
闘
を
崩
し
て

入
院
し
て
い
た
7

ツ
き
ん
を
気
づ

か
い
平
成
2
年
に
願
い
が
叶
い
豊

寿
図
に
入
所
、
唯
一
の
夫
婦
入
所

者
と
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

式
で
は
、
花
束
や
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
、
和
田
き
ん
が
好
き
で
会

貝
に
な

っ
て
い
た
今
金
民
謡
会
員

に
よ
る
民
話
の
披
露
も
さ
れ
ま
し

た
。い

つ
ま
で
も
お
元
気
で
夫
婦
仲

良
く
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

あわただしい師走は多額
の税金を狙った強盗事件や
空 き巣、ひったくり等の犯
罪が多発する時期です。

「安全で平穏な歳末」を
過ごして、明るい新年を迎
えるために、次の占に気を
つけてください。
O 多額の現金を持ち歩くと

きは
・複数で行動する。
-自動車を利用する。

ように dし、カずける。
O家を留守にする時は、

ず戸締まり 。
O 自動車から離れる時はエ

ンジンキーをt友き、 ドア
ロ y ク。

Oクレジ y トカードのノマス
ワー ドの管理をし っかり
ヰ丁う 。

口事故や災害ーなどの発生に
備えて危険箇所や避難場
所を確認。
このような4、さな心、ヵ、け

が、あなたを危険から守り
ます。

必
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展

示

部

門

日
月
2
日
1
4
日、

総
合
体
育
館
を
会
場
に
秋
の
香
り

を
漂
わ
せ
る
菊
花
を
は
じ
め
、
生

け
花
、
盆
栽
、
写
真
、
押
し
花
、

書
道
、
ち
ぎ
り
絵
、
和
紙
人
形
、

陶
芸
、
俳
句
、
絵
画
、
炭
産
物
、

幼
児
の
作
品
、
小
中
学
生
絵
画
書

道
展
な
ど
各
団
体
か
ら
体
育
館
い

っ
ぱ
い
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
立
礼
式
の
茶
室
、

そ
ば
な
ど
の
パ
ザ

l
、
農
産
物
の

総合文化祭舎金町第27固芸
能

3
日
間
の

をメイン会場に開催され「秋を彩る力作、芸能発

楽しみましだ。

今年で27回目を迎えだ総合文化祭ガ総合体育館

表」怠ど町内外力ら大勢の人が訪れ、芸術の秋を
部

門

芸
能
発
表
は
、
町
民
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
し
て
行
わ
れ

「大
正
琴

琴
鈴
会
、
カ
ナ
リ
ヤ
会
、
詩
吟
、
緑

柳
会
、
舞
踊
愛
好
会
、
狩
場
太
鼓
、

民
謡
研
友
会
、
い
き
い
き
学
園
、

音
楽
愛
好
会
」
が
参
加
し
日
ご
ろ

の
練
習
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
初
め
て
参
加
し
た

い
き
い
き
学
園
で
は
、
役
場

・
社

会
福
祉
協
議
会
職
員
を
は
じ
め
と

す
る
ス
タ
ッ
フ
で
総
合
福
祉
施
設

格
安
販
売
で
は
長
い
行
列
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
八
雲
町
在
住
の
稗
回

一

俊
さ
ん
の
川
魚
の
ほ
か
、
川
を
巡

る
動
植
物
や
風
景
を
撮
影
し
た
写

真
展
示
も
開
催
さ
れ
訪
れ
た
人
を

魅
了
し
て
い
ま
し
た
。• • 

「
と
し
べ
つ
」
の
施
設
案
内
と
退

院
後
の
日
常
生
活
用
具
な
ど
に
つ

い
て
笑
い
を
交
え
た
中
で
の
介
護

劇
を
行
い
ま
し
た
。
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第
刊
回
み
ん
な
の
家
庭
健
康
教
室

温
泉
を
利
用
し
た
健
康
づ
く
ふ
り

北
海
道
医
師
会
・
北
部
桧
山
医

師
会
・
今
金
町
今
金
町
教
育
委

員
会
・
今
金
町
社
会
福
祉
協
議
会

.
今
金
い
き
い
き
学
園
・
北
海
道

健
康
づ
く
り
財
団
な
ど
が
共
催
で

道
内
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る

「
み

ん
な
の
家
庭
健
康
教
室」

を
叩
月

幻
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で

3
0
0

名
あ
ま
り
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

北
海
道
大
学
名
誉
教
授
の
阿
岸

祐
幸
先
生
が

「
温
泉
と
健
康
」
を

テ
|
マ
に
講
演
し
、
町
内
の
混
泉

の
特
徴
的
な
効
能
の
説
明
の
中
で

あ
っ
た
か
ら
ん
ど
に
つ
い
て
、
道

内
屈
指
の
塩
泉
で

5
本
の
指
に
は

い
る
す
ば
ら
し
い
温
泉
と
絶
賛
し

て
い
ま
し
た
。

日
本
人
の
好
む
必
℃
以
上
の
お

風
呂
で
は
血
圧
が
急
に
上
昇
し
た

り
し
、
高
血
圧
症
、
動
脈
硬
化
症

の
人
に
は
危
険
で
あ
り
、
高
齢
者

の
熱
い
お
風
呂
に
入
つ
て
の
事
故

が
多
く
な
っ
て
来
て
い
る
。
ま
た
、

上
手
な
お
風
呂
の
入
り
方
は
お

1

• • 
ω℃
と
い
っ
た
、
ぬ
る
め
の
お
湯

で
初

i
m山
分
ゆ

っ
く
り
と
つ
か
る

こ
と
で
心
身
機
能
に
作
用
し
、
ス

ト
レ
ス
や
疲
労
の
解
消
に
良
い
な

ど
の
効
能
を
利
用
し
た
健
康
法
が

報
告
さ
れ
、
会
場
に
訪
れ
た
人
は

熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
で
は
、
保
育
所、

小
百
合
保
育
閣
の
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
遊
戯
や
民
謡

γ
ョ
ー
も
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

-
au
は

圃
庭

机

-家
日目

-の
制

帽な全コ
-ん
制

?み

四
面
四

一口
叫
が

4
3
 

日男

年
金
手
帳
の
番
号
が
平
成
9
年
1
月
か
ら

基
礎
年
金
番
号
に
な
り
ま
す

現
在
、
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
、

国
民
年
金
の
各
制
度
で
別
々
の
年

金
番
号
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、

平
成

9
年
1
月
か
ら
、
各
制
度
共

通
の
番
号
を
使
用
す
る

「基
礎
年

金
番
号
」
が
ス
タ
ト
し
ま
す
。

「基
礎
年
金
番
号
」
は、

一
人

ひ
と
り
の
年
金
加
入
記
録
を
整
理

す
る
た
め
の
番
号
で
す
。
転
職
等

に
よ
り
加
入
し
て
い
る
年
金
制
度

が
変
わ

っ
て
も
、
そ
の
ま
ま
使
用

す
る
の
で
、
こ
の
番
号
一
つ
で
年

金
に
関
す
る
手
続
き
、
照
会
が
で

き
ま
す
。

年
金
関
係
の
個
人
情
報

に
つ
い
て
は
本
人
以
外
に
は
提
供

し
な
い
こ
と
や
、
専
用
の
シ
ス
テ

ム
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
厳
重

な
情
報
管
理
を
行
い
ま
す
。

公
的
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方

及
び
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る

方
が
対
象
に
な
り
ま
す
が
、
特
別

な
手
続
き
は
不
要
で
す
。

な
お
、
基
礎
年
金
番
号
の
実
施

に
伴
内
基
礎
年
金
番
号
通
知
書

ま
た
は
新
年
金
証
書
が
お
手
元
へ

届
き
ま
す
。

ま
た
、

J!lmí実験~hや沙諸

受般の躍進
雇用保険の失業給付は失業した

とき、経済的に生活の安定を図り

ながら、再就職を促進するために、

支払われる給付金です。

しかし、最近、この給付金を不

正に受給する個人や会社が増えて

きています。

受給中に就職が決まったとき、

自営業を開始したとき、また、ア

ノレバイトで就労したときや、内職

i収入のあったときなどは、必ず、

申告しましょう。

詳しいことは、ハローワーク函

館へ。

(函館公共職業安定所

0138-26-0735) 

〕7
 

〔



全園地区衛生組織連合会

会長賞受賞

鈴木正三さん(83)

幼稚園児とおかあさんが

突通安全街頭指導・啓発

第
mu
回
全
国
保
健
衛
生
大
会
で

地
区
衛
生
組
織
活
動
の
推
進
に
よ

今
金
幼
稚
園
こ
ぐ
ま
ク
ラ
ブ

(
会
長
鈴
木
恵
子
さ
ん
)
は
日
月

お
目
、
幼
稚
園
児
日
名
と
お
か
あ

さ
ん
が
交
通
安
全
の
街
頭
指
導
と

街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

街
頭
指
導
で
は
、
お
か
あ
さ
ん

と
手
を
つ
な
ぎ
信
号
機
の
見
方
、

横
断
の
仕
方
を
幼
稚
園
か
ら
郵
便

局
ま
で
笑
践
し
、
年
長
さ
ん
の
そ

ら
組
は
役
場
前
で
街
頭
啓
発
を
ド

ラ
イ
バ

ー
に
対
し
手
作
り
の
?
ス

コ
ソ
ト
人
形
を
く
ば
り
寸
交
通
安

全
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と

か
わ
い
い
声
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
訴

り
保
健
衛
生
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
、

町
内
在
住
の
鈴
木
正
三
さ
ん
が
氷

年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
的
全
園
地

区
衛
生
組
織
連
合
会
会
長
貨
を
受

賞
さ
れ

U
月
M
日
に
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
印
年
の
ホ
き
に

わ
た
り
町
内
会
な
ど
の
衛
生
業
務

に
対
し
精
力
的
に
活
動
し
、
年
2

回
の
衛
生
指
導
を
定
着
さ
せ
る
な

ど
後
進
の
指
導
、
相
談
者
と
し
て

信
頼
も
厚
く
衛
生
委
員
の
指
導
的

な
役
割
を
来
た
し
た
功
績
に
よ
り

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

え
て
い
ま
し
た
。

‘ • 

⑨
⑨
⑧
⑨
⑧
⑧
 

い
を
し
ま
す
。
そ
し
た
ら
ば
あ
ち

ゃ
ん
が
ま
た
「
あ
り
が
と
う

ね
。」

と
言
い
ま
す
。
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、
わ
た
し
と
姉
ち
ゃ
ん
が
け

ん
か
を
し
て
私
が
泣
く
と
、
姉
ち

ゃ
ん
を
叱

っ
て
く
れ
ま
す
。
わ
た

し
は
、
時
身
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
文
句

を
言
っ
た
り
口
げ
ん
か
を
す
る
け

れ
ど
、
少
し
時
間
が
た
つ
と
私
か

ら
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、
「
ば
あ
ち
ゃ

ん
ご
め
ん
ね
。」

と
あ
や
ま
る
の

で
す
ぐ
に
仲
よ
く
な
り
ま
す
。
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
、
怒
る
と
恐
い
け
れ

ど
ふ
だ
ん
は
、
私
達
の
こ
と
を
心

配
し
て
く
れ
る
や
さ
し
い
ば
あ
ち

ゃ
ん
で
す
。
私
は
、
や
さ
し
い
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
す
。

い
つ
ま
で
も
元
気
で
長
生
き
し

て
ほ
し
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
で
き
る
だ
け
口
答
え
し
た

り
さ
か
ら

っ
た
り
し
な
い
で
め
い

わ
く
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
た
い

で
す
。

私
の
ば
あ
ち
ゃ
ん

中
里
小
5
年

菅
原

知
美
J

家
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
と
て
も

や
さ
し
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
、
私
が
手
伝
い
を
す

る
と
「
あ
り
が
と
う
ね
。
」
と
言

っ
て
く
れ
ま
す
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

姉
ち
ゃ
ん
と
よ
く
ロ
げ
ん
か
を
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
け
ん
か
を

し
た
後
に
、
私
が
「
ば
あ
ち
ゃ

ん
」
と
言
う
と
ち
ょ
っ
と
恐
い
声

で
「
な
に
。」

と
言
う
の
で
私
は
、

き
げ
ん
が
悪
い
ん
だ
な
あ
と
思
い

ま
す
。
で
も
、
す
ぐ
に
き
げ
ん
が

良
く
な
る
の
で
い
っ
し
ょ
に
風
船

で
遊
ん
だ
り
ポ
ル
で
遊
ん
だ
り

し
ま
す
。

私
は
、
時
々
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
肩

を
た
た
い
た
り
料
理
作
り
の
手
伝

裂騒復謝石P
tWtCofA& 

ぺ

Ja-

I
B--f
 

町
教
育
委
貝
会
、
幼
児
教
育
研
究
会
が
共

催
で
日
月

ω目
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
「
子
育

て
講
演
会
」
を
幼
児
を
持
つ
母
親
、
保
母
、

教
育
関
係
者
切
名
あ
ま
り
が
出
席
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
研
究
会
は
、
幼
児
期
の
望
ま
し
い
子

育
て
を
学
習
す
る
機
会
と
し
て
行
わ
れ
、
子

供
創
造
文
化
セ
ミ
ナ
ー
主
宰
者
の
樋
口
正
春

さ
ん
に
よ
る
「
子
ど
も
を
伸
ば
す
家
庭
教

育
」
梢
演
で
は
、
ド
イ
ツ
の
幼
児
教
育
を
比

較
し
な
が
ら
「
子
供
の
意
欲
を
育
て
る
に
は
、

規
則
正
し
い
生
活
、
母
子
関
係
の
親
密
さ
な

ど
、
意
欲
を
伸
ば
す
家
庭
教
育
に
つ
な
が
る

の
で
は
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

中
学
生
が
バ
ザ
ー

の
益
金
を
寄
付

今
金
中
学
校
文
化
祭
実
行
委
只

会
(
委
員
長
山
本
知
美
さ
ん
)
は

日
月

8
日
、
文
化
祭
バ
ザ
ー
の
益

金
1
8
、
5
7
2
円
を
地
域
内
福

祉
活
動
に
役
立
て
て
と
社
会
福
祉

協
議
会
事
務
局
長
に
手
渡
し
ま
し

こ
の
パ
ザ

l
は
刊
月
辺
自
に
行

わ
れ
た
も
の
で
、
学
年
ご
と
に
焼

き
そ
ば
、
牛
井
な
ど
生
徒
達
が
料

理
を
作
り
、
全
校
生

(
2
8
4
名
)

を
対
象
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

• • 
ピ
リ
力
物
語

好
評
発
売
中
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平
成

5
年
か
ら
販
売
さ
れ
て
い

る
、
町
の
特
産
品
の
今
金
男
爵
芋

を
原
料
と
し
た
焼
酎

「
ピ
リ
カ
物

語
L

陶
器
入
り
が
完
成
し
、
観
光

協
会
を
は
じ
め
と
す
る
町
内
の
各

酒
庖
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

こ
の
陶
器
は
、
光
の
里
学
園
の

陶
芸
班
が
手
掛
け
、
今
年
の
分

4
0
0
個
を
製
作
し
、
花
瓶
に
も

利
用
で
き
そ
う
な
黒
み
が
か
っ
た

渋
み
の
あ
る
色
調
で
陶
器
独
特
の

あ
た
た
か
み
を
感
じ
き
せ
ま
す
。

中
身
の
焼
酎
は
、
札
幌
の
酒
造

メ
ー
カ
ー
に
委
託
し
て
踏
め
た
も

の
で
二

O
度、

7
2
0
M
、
一
、

六
O
O円
で
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

贈
答
用
に
い
か
が
で
す
か
。

「一一延安りイドル一一一一「
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社会教育

だより
第242号

(重点目標)

函困園回

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

町
の
歴
史
や
自
然
・
文
化
を
大
切
に
し

家
庭
や
学
校
、

地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

熱
意
を
も
っ
て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

町
民
の
文
化

・
体
育
ス
ポ
ツ

振
興
に
模
範
と
な
る
功
績
の
あ
っ

た
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

彰

O
中
野
倫
丸
さ
ん
(
鈴
金

表

明
川
才
)

噌

昭
和
民
年
か
ら
社
会
教

川町

育
委
貝
・
指
導
只
、
桧
山

+宵

社
連
協
副
会
長
等
的
要
職

教

を
歴
任
し
た
。

O
秋
元
務
さ
ん

(緑
町
民
山
オ
)

昭
和
日
年
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
指
導

員
、
指
導
貝
会
長
を
歴
任
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

品
目

"

脚
"汁

敏
'
r
um

蝕

-v
n
a
a

2
2鴎

O
阪
井
敏
子
さ
ん
(
末
広

ω才
)

昭
和
日
年
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
指
導

員
を
歴
任
、
監
か
な
経
験
と
優
れ

た
指
導
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
。

O
水
野
信
義
さ
ん
(
大
和
町
オ
)

昭
和
日
年
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
指
導

貝
、
町
体
協
理
事
等
の
要
職
を
歴

任
、
体
育
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
。

O
上
禅
安
夫
さ
ん

(回
代
ぬ
オ
)

昭
和
白
年
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
指
導

貝
、
総
体
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
委
員

等
、
体
育
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
。

問
い
合
わ
せ
は
、

二
三
四
八
八

文
化
協
会
表
彰

地
域
文
化
の
芸
術
振
興
に
尽
力

さ
れ
た
個
人

・
団
体
と
し
て
次
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

「
文
化
振
興
公
」

O
松
橋
幸
男
さ
ん

(八
幡
市
オ
)

昭
和
札
年
囲
碁
同
好
会
結
成
以
来
、

会
の
普
及
と
振
興
、
会
長
と
し
て

会
の
指
導
に
尽
力
し
た
。

。
西
国

三
次
郎
さ
ん
(
高
美
日

オ
)
昭
和
ぬ
年
民
話
教
室
に
参
画

• • 

『
二
十

一

世

紀

へ

の

架

け

橋

事
業
』

ー
学
校
と
社
会
教
育
の
新
た
な
連
携
(
融
合
)
を
求
め
て

1

教
育
委
只
会
で
は
、
本
年
度
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
た
社
会
教
育
中
期

計
画
の
「
地
域
性

」「

体
制
づ
く

り
」
の
推
進
と
し
て
、

社
会
教
育

・
学
校
・
企
業
社
会
教
育
関
係

団
体
の
連
携
(
融
合
)
モ
デ
ル
と

し
て
次
の
事
業
を
実
施
し
、
ふ
る

さ
と
に
根
ざ
し
た
学
校
を
支
え
る

町
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

第

一
期
(
学
校
・
企
業
社
教
団

体
連
携
)

期
日
八
月
十
三
日

ω

-
内
容
企
業
訪
問
(
近
銀
今
金

支
庖

・
前
田
建
設
花
石
ト
ン
ネ

ル
工
事
現
場
)

・
参
加
中
里
小
学
校
児
童
教
諭

市
街
地
児
童
外
十
八
名

第
二
期

(学
校

-
社

教

団

体

相

会
教
育
連
携
)

則
自
十
月
十
九
日
凶

内
容
八
束
小
学
校
学
習
発
表

会

・
文
化
協
会
移
動
展
示

(絵

画

・
写
真
押
し
花
な
ど
パ
ネ

ル
数
十
八
枚
)

・
期

日

十

一
月
十
七
日
制

-
内

容

中

里
小
学
校
学
習
発
表

会
文
化
協
会
移
動
展
示
芸
能

発
表
会

(絵
画

・
陶
芸

・
写
真

-
押
し
花
な
ど
パ
ネ
ル
数
三
十

六
枚
緑
柳
会
舞
踊

・
民
訴
研

友
会
民
鰍
)

*
中
堅
小
で
の
取
り
組
み
は
、
十

一
月
八
日
、
函
館
F
M
イ
ル
カ
で

生
放
送
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

み掲載)の部図書目録(入f昔からの道立図害胎事

宮川敏子

杉村恭子

イγセー尾形の置市生活カタログ イ ンセ 尾形

f，!聴 ・猛の強(生きる心 梅原括瀬戸内誼聴

マザグス町お菓子絵本

振りかるのはまだ早い

メルヴイン、パージェス

イブ、ライス

虹

オオカミは翫7

おやすみなさい藤 村 久 和

。少年用図書 (23冊)

カムイチカプ

スーザン Eヒントンさよなら金色のライオy

日本に来たユFヤ難民

貸しだされた夫

ペyトボトルて'作る風車村 摺本

ウノレ7、スタノレク

長崎源之助

ンロクマたちのFンス

H 

なかカずわりえこ

ケマコeンオ、カムイ

おやすみ

ゾラフ ハルハティ 7

夏岨! 正元

岸田今 日子

篠凹遥明

御坂真之

にし ざきしげる

うそつき咲っぺ

海にむかう少年

パ y 卜、ハ yチンス

竹固まゆみ

ティ ッチ

日附日は腿女びより

文化財探訪⑥ |右
の
写
真
は
、
花
石
在
住
の
田

中
義
雄
さ
ん
が
所
有
す
る
カ
y
チ

ャ
で
す
。
カ
ソ
チ
ャ
は
，
流
し
掘

り
。
と
呼
ば
れ
る
砂
金
採
取
法
に

欠
か
せ
な
い
道
具
で
す
。
砂
金
は

もうひとりのわたし

法王庁の避妃法植田理彦

橋詰淳子

a
m
T
e
@
め
ゐ
@
泊
マ
免
マ
見
守
邑
E
M慣
¥
仇

mVAe命
z
x
wふ
治
宝
匂
m
z

…

『
私

の

生

涯

学

習

過
ぎ
て
か
ら
、
重
ち
ぎ
り
絵

@

』

・
陶
芸

・
絵
画

・
大
正
琴
を
は
じ

同

文
化
活
動
を
通
し
て
、
輝
い
て
的
、
今
で
は
会
的
代
表
と
し
て
も

暗
い
る
星
加
暗
江
き
ん
を
紹
介
し
ま
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、

し
会
員
の
指
導
や
会
長
と
し
て
福

臨
す
。
星
加
さ
ん
は
、
ご
主
人
を
亡

絵
画
で
道
南
美
術
協
会
展
に
初
出

祉
施
設
の
慰
問
等
に
貢
献
し
た
。

開
く
さ
れ
た
の
を
契
機
に
七
十
歳
を
品
、
初
入
選
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

O
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
(
会
長
、

地
圃

・

・

・

F
人い1

星
加
さ
ん
に
七
十
八
歳
に
な
っ

斎
藤
一
見
)
昭
和
叫
年
連
合
会
結
成

師
団

圃

・

司

二

阿

]

這

て
も
い
き
い
き
と
輝
い
て

い
る
秘

以
来
、
総
合
文
化
祭
作
品
展
示
等

唖
・
・
・
・
・
・
・
圃

'
η
a
E

訣
を
尋
ね
る
と
「
活
動
を
通
し
て

は
じ
め
幅
広
い
文
化
活
動
に
貢
献
。
山
・
・
・
・
・
・
闇
ゅ川
A
N
v
t
li

得
た
か
け
が
、
え
の
な
い
紫
晴
ら
し

「

文

化

主

副

司
令
引

吋

ι

『

い
仲
間
の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
合

O
神
丘
繋
明
太
鼓
保
存
会
(
会
一二

.

，

K
S
巾

1
4
2
で
す

。」

と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

制

--E・
・

7nv「
一

白
岩
利
勝
)
平
成

3
年
発
足
以
来

叫
.

.

 

，h-一

有
限
の
人
生
で
無
限
の
可
能

時

郷
土
の
伝
統
芸
能
の
保
存
と
伝
承

時
・
・
・
・
・
・
・
明
似
V
'ト
員

長

性

に

挑

む

こ

と

こ

そ

が

『生
涯
学

制

に
地
域

一
体
と
な
り
取
り
組
ん
だ
。
削
・

・

・

・

g
場
1
i

息

苦

で

す

。
益
々
の
ご
活
躍
を
お

唖

明
圃
・
・
岡
ぽ
が
U
U跡
一

祈
り
し
ま
す
。

阿

国
。
ム
日
伯
尚
尚
志
6R噌ふ
g
Z富
ふ
官
ふ
ヌ
w
a話
ふ
唱
会
主
災
W
A
6
め
尚
E
O
め
x
w
A泊
三
段
ω

マ
血
E
m
w
aゆ
¥
泊
三

e
Z喫
VA話マωaAWMU

0一般成人用 (23冊)

温泉はなぜ体によいか

コプ/ダ リング

矢玉四郎

五 味太 郎

科学でゲームできっこないき t

Lゃっ くり百万ぺん

みんなう んち

生きるこ とと霊すること

• • 
ヨースタインゴルデル

ノン ー/

毎日新聞社

この外に200冊の借 り入れ図

書がありますので、町民センタ

ー図書室で貸出 Lています。借

リ入れ期間は 5月末まて・です。

ダプJレキャスト

ソフィ の世界

生活基本大百科

伝説的立たち

読書で育つ子供のやる気

心に残ると っておきの話 湖文社編集部

川崎信定

灰谷健次郎

浅利政俊

楠山良I沼

野「井康允

松居一代

鹿島和夫

チベ y トの死者の書

灰幸子健次郎内保育園日fie
教えて 〈ださい函館空襲を

ケネディを撃った男たち

ここまでわかったf立の日 男の恒

隆 の凄絶7トピ 日記

北 沢 杏 子

真介

なかカずわりえこ

富 山 和 子

構 江 玲 子

機関車 トーマス ウイルパー ド、オード リ

筒 井 頼 子

マリ アン、口、パウ7

谷

サンタのサムタンさん

ぐりと寸ら

あさえとちいさいいLtと

ヒロンマから帰った兄

11月のむヵ、し筋

川は生きている

岩
線
と
砂
礁
府
内
接
す
る
と
こ
ろ

の
凹
部
や
割
れ
固
な
ど
に
多
く
集

ま
っ
て
い
る
た
め
、
岩
盤
を
ひ

っ

か
き
、
さ
ら
う
た
め
に
用
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
砂
金
が
水
中
に
逃
げ

な
い
よ
う
に
中
央
が
丸
み
を
帯
ぴ
、

湾
曲
し
て
い
ま
す
。
大

・
中
・
小

の
三
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
に
応
じ
て
使
い
分
け
ま
す
。

大

中
の
カ

ッ
チ
ャ
は
、
水
の
深

さ
に
あ
わ
せ
て
2
1
3
m
の
木
製

の
柄
を
取
付
け
ま
す
。

〕O
 

1
 

〔

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

満占ママおかあさんあのね

〈
ロ
月
V

M
日

ω
こ
ど
も
会
迎
合
会
ド
y

チ
ポ

l
ル
・レ
ク
大
会

(
総
体
)

ロ
・
∞

H

地
域
研
究
セ
ミ
ナ
ー

(
教
委
)
9
-

∞

同
日
間
同
第
2
凪
ス
ー
パ
ー
キ
ッ

↑

戸
ク
ベ

ー
ス
ボ
ー
ル
大
会

一

(
総
体
)
9
-
∞
対
象、

一

，
小
学

3
1

6
年
参
加
料
、

一

無
料

同
日
側
ス
ポ
ー
ツ
指
導
h
H
実
技

交
流
会

(総
休
)
凶
・
∞

四
日
同
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ

l

ト
(
町
民
セ
)
玲

・
∞

紅
白

ω
四
ツ
葉
会
ク
リ
ス
マ
ス

の
集
い
(
町
民
セ
)
日目・初

1
/

9
同
こ
ど
も
会
連
合
会
か

る
た
教
室
第
六
回
百
人

一

首
大
会
(
学
習
セ
)
川口-

nυ nu 

ut まねこ ざる t~ いろいほうし エッチ、エイ、レイ

ノ

，..r-"'、

「
図
書
の
寄
贈
」

、♂ J、O た'病 今
あき院 I拝金
りま郵行町
がす梨本母
と .に と
う て 22女
ご手IJil~ 教
ぎ用、師
い き新の
ま せ設会
しての
た い図様

たイ呆

〕-1
 

〔

、
B
F
ζ
、
J
J

ノ



インフョrメーション

事業主の皆様へ

平成 9年 4月l日から、商業 ・サービス業の特

例を除き、週40時間制へ全面的に移行します。

就業規則の改正などの準備を進めましょう。変

形労働時間制などの弾力的労働時間制度を活用し

ましょう o

詳しくは、 函館労働基準監督署まで。

電話 0138(23) 1276 

機
動
職
業
訓
練
受
講
生

を

募

集

し

て

い

ま

す

平
成

8
年
機
動
職
業
訓
練
受
講

生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま

す
。

O
期

平
成

9
年

1
月
8
日
1
3
月
お
日
ま
で

O
科

目

建

築

技

術

科

O
受
講
資
格
短
期
特
例
一
時
金

給
付
資
格
の
あ
る
者

。
定

貝

叩

名

O
特

典

模診を受けて明るい健康づくり

12月みんな
間

-
最
大
川
町
日
閉
め
失
業
保
険
の

給
付

・
受
鱗
手
当
の
支
給

。
受

鱗

費

用

無

料

。
申
込
期
限
ロ
月
日
日

申
込
先
お
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課

8
2
1
0
1
1
1
 

O
鈴
木
設
備

②

2
5
5
8

〈
水
道
諜
水
道
係
〉

新
築
家
屋
な
ど

の

届

け

出

に

つ

い

て

固
定
資
産
評
価
事
務
の
た
め
、

家
屋
の
新
築
、
改
築
、
増
築
、
取

り
壊
し
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

税
務
課
資
産
税
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

{税
務
課
資
産
税
係
〉

在
宅
歯
科
衛
生
士
さ
ん
へ

お
知
ら
せ

北
海
道
で
は
、
こ
の
度
「
歯
科

衛
生
士
パ
ン
ク
」
を
各
保
健
所
に

設
置
し
、
歯
科
衛
生
卒
業
を
実
施

す
る
市
町
村
に
、
在
宅
の
歯
科
衛

生
士
さ
ん
の
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
に
協
力

で
き
る
か
ど
う
か
に
関
わ
ら
ず
、

在
宅
で
歯
科
衛
生
士
的
資
格
を
持

っ
て
い
る
方
(
歯
科
医
院
な
ど
で

働
い
て
い
る
方
は
除
く
)
は
、
今

金
保
健
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
「
歯
科
衛
生
士
パ

ン
ク
」
は
、
職
の
斡
旋
を
目
的
と

!s 目 対 11< 者 実施日 " II~ 対象地区 実脳会場 側 考 お知らせ

一般住民関係 《底人病予餅教室》

H程ー内容につきまし
老人桶祉

ー 般州議 ゴAヒ 住 l( 9 U (月} 10: 00-12: 00 全地区 髄山相続 (Iblll:踊定・尿検在] ては. 1m置をご監下さ
センター

L‘・
老人桶祉

ー 般相説

'" 
lt L¥! 16日(JI) 10: 00-12: 00 企地区 位脱制服(~IL陀欄定・尿検在)

センター

照医地区巡回 受付時間 'f 民 八雲総合病院耳品科医師診棋
全 住 民 3日(火) 全 地 区

~叫 (11 鼻科) 14: 20-]-1: 50 センター (有料)

lfJ 老人福祉
ー 般相談 金 {主 民 10: 00-12: 00 全地区 随品t柑敵(，血圧測定 ・原検m

13日{月) センター

乳幼児関係 置風棲予防1車種E

詳しい内容についτは
生 後 受付時間 省f 民

乳 児相官実 5日(木) 全地区 健脳相級 身体計測 個別に通知致します.
3‘ 6‘ 9ヶJl児 : 00-1 15 センター

冒f iて
幡 乳 食 2.~司会 生 後 4-11ヶrJ児 5日(木) l~: 00-15: 30 全地区 栄自富士による情報と制理実習

センター

実施時間 今 金
蹴関節脱臼検診 生後 4 'T n 児 10日{火} 金 J'区 般開節 X線路ll'

13:00-1<1:00 保健所

生 後4‘ 受付時間 冒f 民 身体計測 ・医師診察・歯科相韻

乳 児 陸" 19日[木〉 全地区
7‘ 10. J 2ヶJJ児 13: 00-13: 15 センター 数獲細麟 健康相談

妊産婦関係

受付時 ri~ 今金町尿情3'l:' r拘科相談 ・曜版相説
妊婦世 E 妊婦の方 10日(火) 全地区

13: 00-13: 30 国保病院 医師診旗(有料}

(保il桶祉忽保健編祉係 国保保}

諜
水
道
の
凍
結
に

注

意

し

ま

し

ょ

う

毎
年
、
こ
の
時
期
は
水
道
内
凍

結
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
出

か
け
の
さ
い
、
寝
る
前
に
戸
締
ま

り
と
、
水
道
の
水
抜
き
を
し
ま
し

ト晶、「ノ
。

万
一
凍

っ
た
と
き
は
、
蛇
口
か

ら
床
面
ま
で
の
管
に
ぞ
う
き
ん
か

タ
オ
ル
を
巻
き
、
熱
湯
を
か
け
て

日
分
く
ら
い
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
水
が
で
ま
す
。
い
く
ら
熱
湯

を
か
け
て
も
水
が
で
な
い
場
合
は
、

次
の
水
道
指
定
業
者
に
申
し
込
み

願
い
ま
す
。

O
小
山
設
備
工

業

②

2
5
7
4

0
佐
々
木
金
物
胸
②
0
1
3
7

0
胸
多
国
鉄
工
設
備
②
0
1
0
8

0
山
形
住
宅

設

備

②

1
3
2
0

0
渡
辺
住
宅
設
備
②
2
6
5
4

• • 

健康な永久歯は健康な乳歯から

{敬祢略)

{今金町)
いまかね陶芸同好会
今金中学校文化鼎実行委員会
大量行雄
本線栄作
種川小学校児童会
大松春男
内 ヶ島 祐 一
二階堂 ヨシ子
和 田 此希男
中村恭子
種川老人クラブ
JII H トミ
尾形哲夫
鈴木 忠
犬 場 アサ子
境田哲哉
今村規干
天井秀光
多国守伸
末藤春義
内 麗 精肉庖
河田英俊

{車京都〉
江川
{千葉県〉
宮本和
{札 幌 市〉
滝 沢 英
(苫小牧市〉
山田
高 橋 寅
{函館市}
井村静
日野八
岸 波 金
{八雲 町)
i'1沼水
{上ノ国町〉
柳原辛
{厚沢部町〉
北島武
{大成 町〉
大成高等
{今金町〉

栗 山 幸
井村

10 
社会福祉協議会だより
栄光のu!.学問 τ 仰が岡 村会福祉協師会への多額のご寄
付ありがとうございました.

11 8 

目リ

干

郎

代

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
泳
く
だ
さ
い
。

問
問
連
絡
先

・
お
問
い
合
わ
せ

今
金
保
健
所
予
防
係

8
2
1
0
2
5
1
 

除
排
雪
作
業
に

ご
協
力
を

冬
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
路

上
駐
車
が
あ
り
ま
す
と
、
除
排
雪

作
業
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。• • 

子
供
の
虫
歯
は

一
時
期
よ
り
も

減
っ
て
き
て
は
い
る
も
の
の
そ
れ

で
も
3
オ
児
の

2
人
に

1
人
は
虫

歯
が
あ
る
の
が
現
状
で
す
。
歯
磨

き
を

『き
れ
い
に
』
一

人
で
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
は
小
学
校
高
学

年
と
い
わ
れ
、
ま
た
生
活
習
慣
も

虫
歯
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
考
え
る
と
虫
歯
予
防
は
保
護
者

の
大
切
な
役
目
と
も
い
え
ま
す
。

虫
歯
は
、
歯
の
質
・
秘
質
虫

歯
菌

・
時
間
の

4
つ
の
要
因
が
重

な
り
合
っ
て
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。

つ
ま
り
甘
い
も
の
を
口
に
入
れ
て

い
る
時
間
が
長
く
な
る
程
虫
歯
菌

の
働
き
も
活
発
に
な
り
、
歯
質
の

弱
い
子
供
は
更
に
虫
歯
に
な
り
や

す
い
と
い
う
訳
で
す
。

特
に
乳
歯
は
永
久
歯
よ
り
表
面

の
エ
ナ
メ
ル
質
が
薄
く
、
虫
歯
に

な
り
や
す
い
の
で
す
が
、
ど
う
せ

生
え
変
わ
る
か
ら
と
思
い
が
ち
の

よ
う
で
す
。
し
か
し
、
乳
歯
の
虫

歯
に
よ
っ
て
歯
質
の
弱
い
永
久
歯

に
な
っ
た
り
、
虫
歯
で
よ
く
か
む

こ
と
が
で
き
ず
あ
ご
の
発
達
が
悪

く
な
っ
た
り
、
永
久
歯
が
生
え
て

く
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
前
に

虫
歯
が
抜
け
て
し
ま
う
事
で
水
久 賢

吉

子
雄
弥

校

〕2
 

1
 

〔

産

雄

雄
毅

雄

千

学

納税強調月間

12月納期

-町道民税

・国民健康保険税

※町税を納めて豊かな町づくり

歯
の
歯
並
び
が
悪
く
な

っ
て
し
ま

う
な
ど
様
々
な
影
響
が
後
々
に
な

っ
て
起
き
て
き
ま
す
。

虫
歯
予
防
の
基
本
は
、
や
は
り

歯
磨
き
で
す
。
と
く
に
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
仕
上
げ
磨
き
に
慣
れ
さ
せ

習
慣
化
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
歯
科
検
診
を
利
用
し
て

虫
歯
を
見
つ
け
、
虫
歯
進
行
止
め

を
塗

っ
た
り
、
フ
y
紫
を
塗

っ
て

歯
質
を
強
化
し
た
り
す
る
と
よ
り

効
果
が
あ
り
ま
す
。
今
金
町
で
は

年
2
回
歯
科
検
診
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
子
さ
ん
の
た
め
に
も
ぜ
ひ

利
用
し
て
下
さ
い
。

1
歳
6
カ
月
健
診
の
と
き
に
は

虫
歯
が
な
〈
て
も
3
歳
児
健
診
に

な
る
と
ほ
と
ん
ど
の
お
子
さ
ん
が

虫
歯
に
な
っ
て
い
ま
す
。
慣
れ
て

い
な
い
子
供
に
仕
上
げ
磨
き
を
行

う
の
は
大
変
な
こ
と
で
す
が
、
大

切
な
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
お
子

さ
ん
に
健
康
な
永
久
歯
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
ょ
う
。

〕3
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〔



12月の休日当番医 令令や 住民の動態 令。g。 令

1日 北槍山町国保 病 院 (北楠山) n@)5321 10月末現在

8日 富 凹 医 院 (今金) 窓口t0324
Ji1J月対比

人 口 7，323人 。)
15日 今金町国保病院 (今金) まま②日221 男 3，536人 5) 
22日 道南ロイヤノレ病院 (北柏山) n@)5011 女 3，787人 (ム 5)

23日 岩 階l 医 院 (今金) 8②0057 世帯数 2，581世帯 7) 

29日 北檎山町国保病院 (北檎山) n@)5321 
図おたんじようおめでとう

31日 岩 間 医 院 (今金) n②日057
古 谷 hf善話三~ 凶月148 (保鑓者哲男)紳丘商省

※ 31日午前中
爾藤 10月14日(保護者 敬)寒昇

種川 温泉 、あったからんど年末年始の
小林 10月27日 (保護者 洋伸)南栄町

営業のお知らせ
木 村 11月 5日(保護者 隆)高美町

月 日 種 JII 温泉 あ っ たか らんど 固 いつまでもお Lあわせに

12月30日 通常営業 通常営業
l~いκ井 章さん(本 町) ~鹿瀬裕子さん(北崎111町)

l/';新居 徹さん(金庫昭和 ) ~ 中田さゆ り さん (瀬棚町)

31日 午前10時~午後 3時 午前10時~午後 4時 "イ岡本光司九(中 里) ~架j畢景子さん(南栄町)

lYs 田中ー聡さん(八幡町) ~ 馬場みち子きん (南 町)
1月 1日 イ木 業 午前11時 ~午後 5時 l/i'of主吉 ヰ主さん(南 町) ~伊藤江梨子さん(商工団地)

2日 通常営業 通常営業
ILィ品屈井 幸男きん(1曙 Ilfn~京在由美子きん (附 I町)

圃 おくやみもう Lあげます

渡 辺 秀子さん 10月 1日 93歳 大和町

T V H (テ レビ北海道)見えます 河端利子九 10月22日 87t抵 八束中央

二階 堂 正さん 10月22日 75五お 干重 111 

11月22日、テ レ ビ北海道に電波管 理 局
川平 茂さん 10月27日 64歳 上稲穂

白井 Z宜野さん 10月28日 77歳 春 日井

から 認 可がおり、桧山北部は32チャンネ 笠間 rすNえさん 10月29日 41歳 f踊] )~~ ノ

小西賢次郎さん 10月30日 48歳 栄 Ilf[ 

ル で難視聴の一 部地域を 除 き見ら れ る よ 止守口 査まilMJ~ ん 11月12日 57歳 京' 昇

うに なりまし た。
渡部恭行さん 11月17日 58歳 末広町

11月18日受付分まて凶記 載

役場・国保病院・町関係機関休みのお知らせ

種 男問 分類 金額 2高 要 年末 ・年始は次の とお り休みとな ります。 緊急、

大人 230円 有効期間は発~IG時の l シーズン 用務の ときは警備員などに申し出 くだ さ い。
回券

小人 170円 時間，J9: 00-21: 00 役場 教育。 町民セ

大人 2，300円 有効期間は発売時の 1シーズン
月 日

農業委貝全 国保荊涜
ンタ

総合体育館 学習センター

11 回券
小人 1.700円 12月初日開 御用納め 平常どっ') 休館

12月26日ヵ、
時mJ9: 00-21: 00 

ら

日券
大人 3，凹O円 有効期間は発売当日限り 31日閃 休館
小人 2，3凹円 時UIJ9: 00-16: 00 

大人 2，凹O円 有効期午午間前後は発売00当日限り
1月1日側 年末年姑 年末年拍 休館 体館 休館

半日券 時 9:00-12:30 
小人 1，5凹円 r:lJ4:f&i'z: 30-16: oo 2日附 休業 休業 休館

種 ~II 分類 金 額 j商 要 3日幽 平常

大人 1，700円 布効期間は発売当日限'J
どうり

ナイター券 平常

小人 1.250円 時間16:00-21 : 00 
4日出

どうり

大人 24，0叩円 有効期間は発売時の lンーズン 5日嗣 平どう常り
シーズン券

時間9: 00-16 : 00 小人 18，400円 68叩 調用姑的 体館
ナイタ 大人 17，0叩円 有効期間は発売時のlシース'ン

シーズン券 7日出 平常どうり 平常どフり
平 'iii'

:;:P>ì~' どうり 平常どうつ小人 12.500円 時IflJ16: 00-21 : 00 どうり

ナイタ共通 大人 40，000阿 有効期間は発売時の Iシーズン 役場、教育農業委貝全

シーズン券 小人 30.000円 晶子Ul]9 : 00-21 : 00 121'''0日午前中 1 )'j h日10時かム1フ時金子開芹 l-rい

クアプラザ ピ リ カ よ り お 知 ら せ

クァプラザピリカスキーリンクス・リフト料金表
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ます。備考/小人とは、中学生以下とする。


